
令和元年１１月７日 

 

令和元年度科学技術人材育成費補助事業「世界で活躍できる研究者戦略育成

事業」、「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」の選定機

関の決定について 

 

１．事業概要 

「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」では、我が国の研究生産性の向上を図るた

め、国内の研究者育成の優良事例に海外の先進事例の知見を取り入れ、世界トップクラ

スの研究者育成に向けたプログラムを開発し、世界のトップジャーナルへの論文掲載や

海外の研究費獲得等に向けた支援体制など、研究室単位ではなく組織的な研究者育成シ

ステムを構築し、優れた研究者の戦略的育成を推進する大学・研究機関を支援すること

を目的としています。 

また、「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」では、より効果的な

プログラムを効率的に開発するため、各機関の代表者や学識経験者等で構成する「研究

者育成プログラム開発普及委員会」（仮称）を設け、各機関の知見の集約・分析や海外

の先進事例等に関する情報の収集・分析を行い、我が国の研究者育成プログラムの標準

モデルや共通メニューを開発し、各機関にフィードバックしてプログラムの不断の改善

を図るとともに、学会や大学団体等とも連携し、開発されたプログラムの普及に向けた

方策の検討を行います。 

 

２．公募期間及び申請件数 

・公募期間：世界で活躍できる研究者戦略育成事業 

令和元年７月３１日（水）から令和元年８月３０日（金） 

世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業 

令和元年８月２日（金）から令和元年８月３０日（金） 

・申請件数：世界で活躍できる研究者戦略育成事業 ６件 

世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業 １件 

 

 

世界トップクラスの研究者育成に向けたプログラムを開発するとともに、組織的な

研究者育成システムを構築し、世界水準の研究・マネジメント能力を身に付けた世界

で活躍できる研究者の戦略的育成を推進に取り組む機関を選定しましたのでお知ら

せいたします。 



３．選定方法 

文部科学省において、有識者等で構成される「世界で活躍できる研究者戦略育成事業

委員会」及び「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業委員会」を設置し、

審査を行い、同委員会の審査結果を踏まえ、選定する機関を決定。 

 

４．選定件数   

世界で活躍できる研究者戦略育成事業 ２件 

世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業 １件 

（詳しくは別紙１及び別紙２をご覧ください） 

  

 

 

  

＜担当＞ 文部科学省 科学技術・学術政策局 

人材政策課 人材政策推進室 

室長補佐     有薗文博 

基礎人材企画係長 久保真理 

電話：03－5253－4111（内線 3885） 

03－6734－4051（直通） 

メールアドレス：kiban@mext.go.jp 



 

 

選定機関の概要 

 

 

 【世界で活躍できる研究者戦略育成事業】 
 

代表機関 国立大学法人京都大学 

プログラム名 世界視力を備えた次世代トップ研究者育成プログラム 

総括責任者 学長 山極壽一 

 

代表機関 国立大学法人広島大学 

プログラム名 地方協奏による世界トップクラスの研究者育成 

総括責任者 学長 越智光夫 

共同実施機関 
国立大学法人山口大学、国立大学法人徳島大学、 

国立大学法人愛媛大学 

 

計 ２件 

 

【世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業】 
 

代表機関 国立研究開発法人科学技術振興機構 

総括責任者 理事長 濵口道成 

 

計 １件 

 

 

別紙１ 
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